
 

6. 今後の課題

透水マットの透水性能は、確実な施工の上で発揮されるものであり、実験に用いた新し

い透水マット工法も確実に施工されていることを第 3 者がチェック出来ることが望ましい。

また、透水マットが化学製品であることを考慮すれば、長期耐久性の確認を目的とした実

現場における経過状況観察等を実施していく必要がある。
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